
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【B 型 活動紹介 R3.６月中旬～１１月中旬】 
 （一部地活含む） 
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No．１３９（２０２１年１２月発行） 

発行者：社会福祉法人小千谷市社会福祉協議会 

       小千谷市障害者支援センターさつき工房 

（就労継続支援B型事業 

・地域活動支援センター事業） 

メンバーやご家族をはじめ、地域、関係機関の皆様におかれましては、日頃より当施設の運営にご理解、

ご支援をいただき心から感謝を申し上げます。 

新型コロナウィルス感染者減少により対策の緩和がされ、少しずつ経済が回り始めたように感じた矢先、

新たな変異株の出現により、施設内でも不安の声があがりました。変わらず感染対策をすることで自分や身

の周りの大切な人の命を守れることを再確認したところです。当施設の活動も感染拡大前と比べて大きく制

限を受けながらも、メンバー、職員一同できることを日々模索しながら頑張っております。関係者の皆様に

はご不便をおかけしますが、引き続き感染対策にご協力をよろしくお願いいたします。 施設長 丸山義幸 

●6/18（金）家族の会総会● 

さつき工房として初の試みである家族の会総会

を実施しました。コスモス会などの家族会に所属し

ていない方々もいる中、月１回の家族の集いや年３

回の機関紙（地活は毎月）でしかさつき工房の状況

がわからない、職員の顔もわからないという声もチ

ラホラ．．．そんな声を無くそう！オープンなさつき

工房にしたい！ご家族と協力し合い、メンバーへよ

り充実したサービスが提供できるような情報交換

の場にしたい！という思いから、感染対策を十分に

した中、総会の実現にいたりました。当日は、ご家

族１５人と大勢の方からご参加いただき、現在の活

動内容の動画や作品を通して触れていただいた後、

日頃の家庭やさつき工房でのメンバーの様子など

活発な意見交換ができ、有意義な時間になりまし

た。ご家族の皆様、大変ありがとうございました。 

●７/14（水）～16（金）食事会● 

新型コロナウィルス感染症の関係で大規模なお楽

しみ事業の中止を余儀なくされる中、少しでも心に

栄養をということで企画した市内飲食店での食事

会。黙食はもちろんのこと、小グループに分かれ、感

染予防対策を万全にし、「うえキング」・「勝龍」・「テ

ィアラ」へ行ってきました。 

さつき工房には障害の特性により、自分で気晴ら

しとなるような時間を見つけるのが苦手で、ストレ

スを抱え込んでしまう人も 

います。食べる時以外は終 

始笑顔が絶えず、素敵なひ 

と時を過ごしました。 

●8/25（水）学習会「LGBT について」●  

NPO 法人日本セクシュアルマイノリティ協会の

講師篠崎沙織さん（LGBT プロフェッショナルイン

ストラクター）よりＺｏｏｍにてご講義いただきま

した。メンバー１６人、職員６人参加の中、ＬＧＢ

Ｔの基礎知識からはじまり、当事者である篠崎さん

の体験談、法人の活動などをご紹介いた 

だきました。講義後の質疑も時間い 

っぱい使うほどで、“性は多様である” 

ことに対して、皆さんの関心の高さ 

を感じられました。  
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【B 型 ふれあいサロン芽咲庵（喫茶店）活動の紹介 R3.４月中旬～１１月中旬】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【B 型 今後の予定 R3.１２月～R4.３月】 

 

 

 

 

 
 

【地活 活動の紹介 R3.６月中旬～１１月中旬、今後の予定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【ボランティアグループさつき会、個人ボランティアさんの活動紹介】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【サテライト事業他】 

・5/6（月）市内山本山散策 

・6/15（火）日帰りバス旅行（柏崎市フィッシャーマンズケープ他） 

・11/4（水）紅葉狩り（越路もみじ園、すたみな太郎） 

・11/10（水）フラワーレクリエーション（さつき工房） 

「コミュニケーションフラワーデザイン協会 目﨑加奈子さんによる」 

【毎月の活動】 

ミーティング、軽スポーツ、カレーの日、スープの日、お菓子の日、誕生会など 

 
  他、B型と同じく学習会や音楽を楽しむ会などに参加しています。 
 
【今後の予定（サテライト事業）】 

・12/23（木）忘年会（さつき工房） 

・２/２５（金）買い物＆外食（小千谷市内） 

・3/3（木）反省会＆茶話会（さつき工房）  

【各種企画展】 ※8/10～9/ 感染対策のため芽咲庵休業自粛 

・4/6～5/7    絵てがみの会作品展 

・5/13～6/15   青柳富子さん飾りびょうたん作品展 

・6/28～7/30   絵画を楽しむ会作品展 

・8/4～10/1    外山和子さん写真展 

・10/5～10/19  小千谷西高生徒作品展 

・10/21～11/17 青柳卓次郎さん日本画作品展 

・11/19～12/23 総合支援学校生徒作品展 

 他、ハーバリウム・リース・スワッグ体験教室、芽咲庵出張販売 

・12/12（月）小千谷市ボランティア連絡協議会発足 40 周年記念式典へ出店予定（小千谷市民会館） 

・12 月 歳末助け合い募金配分金事業ふれあいクリスマス会用クッキー作成 

・1/26（水）学習会「アンガーマネジメントについて」（さつき工房） 

・2 月 おぢや風船一揆へ出店予定 

※地活の活動は「はあもに～」（毎月発

行）で紹介していますので、詳細につい

ては割愛させていただきます。 

さつき工房は数多くのボランティアさんに支えられ、事業を運営しています。さつき会は平成 7年 11

月に発足したボランティアグループです。今年で発足 26 年目間、「普通の風を送り込もうボランティア」、

「できることを楽しくやろうボランティア」を変わらない２つの合言葉をかかげ、さつき工房を拠点とし

た持続可能な活動をしていただいております。ふれあいサロン「芽咲庵」をはじめ、ふれあいまつりなど

の事業や地活のサテライト事業の運営など幅広くちからをお貸しいただい 

ております。個人ボランティアさんも同じく、「ご自分の空き時間にご自分 

のできることを」とさつき工房のためにご尽力いただいております。右の 

写真は、令和２年度にさつき会が（福）小千谷市社会福祉協議会の法人化 

40 周年記念式典で表彰されたものです。 

 
 

芽咲庵は１、２階に

展示スペースがあり

ます。作品の情報が

ありましたら、さつき工

房へご相談ください 
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●新潟県精神保健福祉協会中越支部様より 

自主製品の大口注文！！● 

 新潟県精神保健福祉協会中越支部様より自主製

品の大口発注、封入の請負作業の嬉しい依頼があり

ました。急ピッチかつ心を込めて一つひとつ丁寧に 

作成しました。さつき工房の「傘のエコバック」、

「牛乳パックのフタ付名刺入れ」、「洗剤のいらない

アクリルたわし」、「押し花しおり＆コースター」な

どが同会の関連リーフレ 

ットやチラシともに年明 

け頃、長岡保健所圏域の 

会員の皆様のもとへ届け 

られる予定です。 

●「農福連携」とは？● 

最近よく耳にするようになった「農福連携」。文

字どおり農業と福祉が連携する取組みです。具体的

には障害を持つ人々が農業生産に従事することを

言います。農業側からみると、新たな労働力や担い

手を得る機会となり、福祉側からみると障害者の働

く場、就労訓練、工賃向上などの機会となっていま

す。 

●さつき工房の農福連携事業の紹介● 
 

①越後 808（信越工業）様と平成 26 年度から

農業委託契約を結び施設外就労を実施しています。

年間を通してにんにくを栽培する畑の整備や植え

付け、収穫などを 

行っており、現在 

５人のメンバーが 

ローテーションを 

組み作業に取り組 

んでいます。 

 

②野菜農家の細貝農業様と平成３１年度から契

約を結び施設外作業を実施しています。冬期間以外

は農機具や畑の整 

備、野菜出荷時の 

段ボール作り、積 

み込み作業などを 

行っています。 

 

③個人宅草取りを平成３１年度頃から請け負っ

ています。高齢や障害 

により自力では難しい 

方などから依頼をいた 

だいています。農福々
・

 

連携とも言えるかもし 

れません。 

 

④果物農家様の備品洗浄を令和３年度から実施

しています。果物を収穫するまでに使用する果実マ

ット（受け皿）の洗浄 

を行っています。栽培 

製法にこだわりがある 

ため、洗剤等の使用は 

避け、全て手洗いで行 

っています。 

●越後 808(信越工業)様のひげにんにく● 

 施設外就労でお世話になっている「越後 

808（信越工業）様」の安心・安全の「ひ 

げにんにくパウダー」などをさつき工房で 

も取り扱うことになりました。長岡市のマ 

ルシェ出店では、「にんにくパウダー、手軽 

ですっごく美味しいんだけどなかなか売ってない

のよね～」と１人で２つもお買い求めくださるお客

様もいらして、上場の売れ行きでした。アツアツの

唐揚げに振りかけても良し、ガーリックトーストに

しても良し、とにかく旨い★ 

お買い求めは、さつき工房 

「芽咲庵」まで。 

 

 
 

 

 

  

 

ご家庭に眠っている着物や布、傘や牛乳

パック、マットレスなどリサイクルして 

新しい命を 

吹き込みます！ 
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●10/24（日）おぢゃ～る段ボール迷路出店● 

感染症による制限が少しずつ緩和される中、おぢ

ゃ～るのイベント出店の話をいただきました。基本

的な感染対策をしつつ、会場内の飲食禁止、対人販

売時はクリアシートを間に設けるなどの新しい対

策も取り入れました。当日は赤い羽根共同募金会の

ガチャガチャ募金が大活躍！大勢の子ども達の目

に止まり、久々に賑わいのある出店となりました。 

●10/27（水）学習会「家庭でもできる軽体操」● 

           小千谷市のスポーツ推進 

委員の相村崇文氏より実践 

を主にした軽体操について 

講義いただきました。ボール 

を使ったり、リズムに合わせ

ながら、普段意識しない呼吸法や体のバランス、筋 

肉の使い方などを学びました。 

●R３年度 ハートフルアートフェスタ出展● 

11/5（金）～7（日）、「アートを通して創作活動

を促進し、その発表と鑑賞の場を設けることでお互

いを理解し、良さを認め合 

う機会を提供する」という 

事業目的に賛同した人のメ 

ンバーがそれぞれ思い入れ 

のある逸品を出展しました。 

●イオン幸せのイエローレシートキャンペーン● 

         毎月、11 日のイオン・デー 

に合わせて実施されている、幸せ 

の黄色いレシートキャンペーン 

の店頭活動に参加してきました。

その日にイオンで買い物をした黄色いレシートを

応援する団体のBOXへ入れると買い物金額の１％

がイオン様より各団体へ寄付される仕組みです。寄

付いただいたギフト券は自主製品の材料費に充て

させていただいています。どうしたら、お客様が

BOX へ入れてくださるか、試行錯誤しながら取り

組んできました。自分が声をかけ、BOX に入れて

くれるという成果が一目瞭然なのでとてもいい経

験になったという参加者の声を聞 

くことができました。イオン様を 

はじめ、ご協力いただいた方々、 

貴重な機会とあたたかいご支援、 

大変ありがとうございました。 

●11/12（金）音楽を楽しむ会● 

 さつき工房では音楽療法士である 

和田和枝先生の指導のもと、音楽の 

持つ特性を活用するプログラムを通したリハビリ

テーションとして音楽療法を行っています。通常

は、先生が持参してくださる電子ピアノですが、今

回は、総合福祉センターサンラックおぢやの大ホー 

ルにあるグランドピアノ 

を使用しました。美しい響 

きに心が動いたとの声も 

多数あり、音楽の力に魅了 

されたひと時でした。 

●新潟県農福連携マルシェ 2021 出店● 

 新潟県内３会場で行われた農福連携マルシェの

内、11/21（日）の長岡会場（長岡市古正寺のカク

イチ A-SITE）に出店してきました。さつき工房で

取り組んでいる関連事業の取り組みを PR すると

ともに、若い農業家や各 

施設の活気ある姿、お客 

様の反応に農福連携事業 

の発展の可能性を感じた 

一日となりました。 

●11/5（金）避難訓練実施● 

 メンバーには事前に告知 

せずに、本番さながらに火 

災を想定した避難訓練と水 

消火器を使った消火訓練を実施しました。メンバー

も落ち着いて職員の指示に従い避難ができ、初期消

火や通報など一連の流れが非常にスムーズにでき

ていたと好評をいただきました。次回は応用編の訓

練を勧められました。日頃からの備えが大切だと全

員で確認し合いました。 
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